



















 氏名 専門 所属機関
代表者 千葉　勝衛 漁業史 大島漁協文庫の会
共同研究者 蝦名　裕一 日本近世史 東北大学災害科学国際研究所
共同研究者 大川　　啓 日本近現代史 神奈川大学日本常民文化研究所
共同研究者 小山由紀子 地域史 大島漁協文庫の会
共同研究者 川島　秀一　 民俗学 東北大学災害科学国際研究所
共同研究者 菊田榮四郎 英米文学 大島漁協文庫の会
共同研究者 水上　忠夫 漁業史 大島漁協文庫の会

































































（ 1） 外畑文書目録第 1集～第 7集（印刷配布）
について
























































（ 2） 出張調査予定（平成 29年 7月 23日（日）
日本海事センター（東京））について
（ 3） 研究協議会（平成 29年 11月　川島秀一
教授（東北大）、大川啓准教授（神奈川大）
と）について




























































































































日程： 2018年 5月 14日（月）午後 1時 30分～
3時
場所：大島漁協文庫
参加者： 千葉勝衛、小山由紀子、菊田榮四郎、
水上忠夫
内容：
（ 1）「研究のまとめ」について
（ 2）研究報告書の構想について
（ 3）原稿の整理と校正について
気仙沼大島漁業史文庫プロジェクト
　東日本大震災で大きな被害を受けた宮城県気仙沼市大島
では、神奈川大学日本常民文化研究所と歴史民俗資料学研
究科大学院生らにより、被災した「大島漁業協同組合資
料」約 4,000点の救出活動が行われた。救出された段ボー
ル約 300箱分の文書群は乾燥・クリーニング処理が施さ
れ、2016年 2月、新たに落成した大島漁協文庫に収蔵。
現在、この大島漁協文庫は漁協資料の保全や研究拠点のみ
ならず、大島の文化発信の拠点として活用されている。
被災した書架から運び出された資料
資料に付着した泥や砂を慎重に取り除く
工学部建築学科重村・三笠研究室との協働で完成した大
島漁協文庫
大島小学校体育館等で行われたクリーニング作業
救出された段ボール約 300箱分の資料群
整理・分類された漁協資料（旧役場文書）
（村上守正家所蔵）
〈上〉昭和 15（1940）年頃
〈下〉明治末期
大漁カンバン
